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福島第一原発は、めちゃめちゃにこわれた。 



本当のSPEEDI 

2001年4月、三宅島からの二酸化硫黄シミュレーション 

4月26日 

miyake4to5-1min (7).mpg


4月8日22時に公開した福島マップ 



@nnistar 7月3日 



 



改訂版（6月18日） 六訂版（3月2日） 







フクシマとチェルノブイリの比較、12月9日 



焼却灰のセシウム 

• red 赤 10,000-99,999 
orange 橙 1,000-9,999 
yellow 黄 100-999 
green 緑 30-99 
water 水 0-29 

（飛灰 fly ash, Bq/kg）  



焼却灰 



雨どいと 
「黒い物質」 
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原子炉の圧力変化 







 

TatsuyaSasaki1 

大縮尺の汚染地図が必要 



末澤朋代・画 

セシウムがいまあるところ 

• 都市では、側溝、雨どい、吹き溜まり、水溜りなどに溜
まっている。 

• 山野では、ほとんど動いていない。 

• 都市でも山野でも葉っぱに注意。落ち葉の処理に気を
つけて。 



4月 5月 

有機物 

無機物 

風塵堆積量の季節変化 





•6か月間で13％減少。 
•半減期で説明できる。 
•つまり、動いてない。 

さいたま市北区 



セシウム。最初の5年は急激に減るが、
そのあとはゆっくり減る。 

田崎晴明 







小さなリスクを大勢が負担する話（1） 

• 1000人に1人の病気があるとします。0.1％です。何
かの原因で0.1％増えて2人になれば、異常発生が
わかります。 

• 1000人に500人の病気があるとします。50％です。
何かの原因で0.1％増えて501人になっても、その

異常発生はわかりません。測定誤差と自然のゆら
ぎのなかにすっかり埋没してしまいます。 

• 観測できないことをみて、存在しないと思うのは誤
りです。観測できなくても存在するものがあります。 

• ICRPによると、20mSvの被ばくで0.1%ががん死する
そうです。 



小さなリスクを大勢が負担する話（2） 

• がんは日本人の50％がかかる病気だから、0.1％
増えて50.1％になってもわかりません。だからその

程度の上昇はかまわないと考える人がいるかもし
れません。しかし私は、かまわないと考えません。 

• 1000万人の集団を考えます。0.1％は1万人です。
私にまったく責任がない原因によって1万人が余計
にがんになるなんて私は容認できません。 

• がんになった誰がその1万人かを知ることができな
いとしても、1万人もの過剰がんは、社会として容

認することができません。原因をつくったひとに責
任をとってもらいます。 

 



小さなリスクを大勢が負担する話（3） 

• 1万人の過剰がんが発生しないように、細心の注
意を払って防御するのが通常の社会だと思います。 

• 信号機やガードレールを設置したり、違反者に警
察官が反則切符を切ったりして、交通事故死を年
間5000人に抑え込んでいます。 

• 交通対策にかける費用と少なくとも同じだけの費
用をかけて、この放射能禍に国を挙げて対応する
ことが必要だと私は考えます。 



私に質問する方へ 

1. 初めに、どこのだれだかを名乗ってください。 

2. 質問はひとつずつ。 

3. 意見・感想・情報提供はいりません。あとで、ツ
イッターでメンションください。 

4. いま話したことへの質問を先にしてください。 

5. あなたがすべき判断を私に求めないでください。 

6. 安心を求めて私に質問しないでください。 

7. 真実を受け入れる心の準備があるひとだけが質
問してください。 


